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　実習の 1 日は，その先生方が一堂に会する朝 7 時1５分からのカンファレンス（ドイツ語）で始まります。
また，木曜日だけは 7 時 ５ 分からスクリーンルームでの勉強会（ドイツ語）があります。その後，お世話を
して下さる日本人の先生がおられる医師控室に移動，当日のオペ予定を確認し，見たいオペの見学に行きま








朝食や夕食も頻繁にお世話になりました。それ以降はオペの続き，次のオペの見学に入り，大体 1 日 ２ 〜 ３
件程見学しました。但し，心臓移植のオペに関してはほぼ臨時で実施され，また開始も18時以降であったり
することが多かったので，一度宿に帰り，夕食をとった上で再び見学に向かうこともありました。
　最初の 1 週間は，何分初めてのことばかりだったこともあり，かなり慌ただしく過ぎていきました。 ２ 週
目からは，少しずつ先生方とも上手くコミュニケーションが取れるようになり，日本人の先生のオペでは手
HDZ-NRW外観
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ファレンスに参加した後に 8 時から手術室へ。昼食の後に再び手術室へ向かい， 1 日 ２ ，３ 件の手術を見学




































































Department of Neurosurgery Charite Universitätsmedizin Berlin
畠野真帆
はじめに















































































































































































































































































の時間で終わっていました。そのため， 1 日に ３ 部屋で1０件ありましたが，基本 1 日 ３ 件みることができま






























































また，彼らも英語のできる人が多く，時間のあるときに色々と話をしました。５ 年生は 1 週間のみの実習で，
多くは脳外科に興味が無いのか，カンファ中や手術中にスマホを触っていました。また，午後には手術室か
らもいなくなったので，見たいところだけ見て帰るのが普通みたいでした。ただ， ６ 年生は国家試験の 1 か
月前まで病棟で医療行為をしたり，プレゼンをしたりなど，病院での生活にかなりの部分を割いていました。
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5 ．現地の生活
　海外実習でベルリンを選んだ学生は，現地での宿泊先も自分で探し，契約する必要があります。しかし，








り便利でした。しかし， ４ 月から ５ 月初旬にかけてはまだ寒く，コートを着ないと寒かったです。






























































































　今回の留学で一番の収穫は ４ 週間の中で出会った人々です。異国の地で ４ 週間，生き延びることができた
のも多くの人々の助けがあったからです。そして無事に ４ 週間の実習を終えることができたのも胸部外科
チームの先生方，そしてMcGill大学の学生のおかげです。充実した日々を過ごせたことに感謝しても感謝し
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３ ．日程（20１7/ 2 / ３ ─ 2 /27）
２ / ３ 　富山→セントレア空港
２ / ４ 　セントレア空港→フフホト
















































































































けのレクチャーがあります。その為 ５ 時半に起床し，シャワーを浴びて身仕度を済ませ， ６ 時半に寮を出ま
す。そこから徒歩十分ほどの距離にある整形外科，リハビリテーション病棟まで行き，学生控え室で韓国の
学生達と合流し，医局に向かいます。医局では朝食としてキンパというおにぎりが配られ，それを食べなが
Toyama Medical Journal　Vol. 28　No. 1 　201796
らレクチャーを受けます。レクチャーの内容は韓国語と英語が入り混じり全てを理解するのは困難でした。
そのあと病棟回診があり，そのままオペ室へ向かいます。忠南大学付属病院は富山大学付属病院とは異なり，
診療科ごとに手術室がありました。午前中に ２ 〜 ４ 件の手術を見学し，オペ室内の食堂で昼食を取りすぐに























































平成２9年 ２ 月２０日〜平成２9年 ３ 月 ３ 日　感染症科実習




　私は感染症科で ２ 週間，麻酔科で ２ 週間実習をさせていただきました。実習は基本的に忠南大学の学生実
習とほぼ同じ内容の実習を行っていたのですが，感染症科は忠南大学の学生は実習をしていない時期であっ














































２０17/ ２ /２０〜 ３ / ３ ：感染症内科にて実習











































交通費  ：高速バス＋航空券　 ３ 万円
海外保険： 1 ヶ月間　 1 万円
食費など： ４ 万円ほど（食費はほぼ出していただけました）
通信費  ： 1 ヶ月SIM　8０００円




































































National Hospital of Pediatrics
戸石　崚
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　現地の先生方は以前日本に留学していた方が多く，みんな優しく，専門科に関係なく積極的に話しかけて
くれました。またCong先生もベトナムにいる間は自由にしていいとおっしゃってくださり，反省としては，
せっかくこども病院にいたので，先天性心疾患だけでなく，それ以外の手術も見学すればよかったと思いま
す。
　今回のベトナムでの実習の実現にあたり，実習を受け入れてくださったCong先生をはじめとする現地の
先生方，機会をくださった芳村先生，後押しをしてくださった吉野先生，費用を捻出してくださった両親，
そのほか大勢の人にお世話になりました。この場をお借りして，お礼を申し上げます。本当にありがとうご
ざいました。
　もしベトナムで実習をしてみたいという方がいましたら，気軽に連絡をください。テコンドー部員に尋ね
てくれれば，連絡先がわかると思います。先輩方にしていただいたように，少しでも有用な情報を提供でき
れば幸いです。
